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三
豊
市
は
、
旧
町
時
代
か
ら
交

流
を
深
め
て
き
た
北
海
道
洞
爺
湖

町
、
大
韓
民
国
陜
川
郡
、
徳
島
県

美
波
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

ー
次
世
代
に
つ
な
が
る
交
流
を
願
っ
て
ー

を

締
結

友
好
都
市
交
流
協
定

友

好

の

き

ず

な

徳島県美波町

三豊市

大韓民国慶尚南道陜川郡

北海道洞爺湖町

北
海
道
洞
爺
湖
町

▲財田上・財田中小学校と洞爺小学校との
　姉妹都市少年交流事業

★

★
★

★

　
北
海
道
洞
爺
湖

町
は
、
平
成
１７
年

３
月
に
洞
爺
村
と

虻
田
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

町
で
す
。
北
海
道
南
西
部
の
支

笏
洞
爺
国
立
公
園
内
に
位
置

し
、
風
光
明
媚
な
町
と
し
て
知

ら
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ビ
ー

ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
農

産
物
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
候
は
比
較
的
温
暖
で
、

洞
爺
湖
温
泉
郷
と
し
て
四
季
を

通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
有
数
の
観
光
地
で
す
。
ま

た
、
来
年
は
主
要
先
進
国
の
首

脳
が
訪
れ
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
の
注
目
を
集
め
る
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
５０
年
に
、
洞
爺
村
と
財

田
町
と
の
間
で
開
拓
縁
故
に
よ
り
姉
妹
町
村
の
盟
約
を
結

び
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
、
三
豊
市
と
も
合
併
し
た
関
係
か
ら
、
友
好

交
流
協
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
7
月
1
日

に
開
催
さ
れ
る
洞
爺
産
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
締
結
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
ほ
か
３
名
が
洞

爺
湖
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
洞
爺
湖
町
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
長
崎

町
長
、
篠
原
議
長
ほ
か
行
政
や
議
会
関
係
者
、
旧
洞
爺
村

の
関
係
者
な
ど
約
８０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
長
崎
町
長

は
「
今
後
各
分
野
で
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に
太
い
き
ず
な

に
な
る
よ
う
に
願
い
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
横
山
市
長

は
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
交

流
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
今
後
の
末
永

い
交
流
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
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徳
島
県

美
波
町
は
、

平
成
１８
年

に
日
和
佐
町
と
由
岐
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
約
８
千
９
百
人

の
町
で
す
。

　
昭
和
４３
年
に
、
日
和
佐
町
が
う
み
が
め
の

来
る
町
、
詫
間
町
が
浦
島
伝
説
の
伝
わ
る
町

と
し
て
姉
妹
町
の
盟
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

以
来
３９
年
間
に
わ
た
り
、
日
和
佐
町
の
「
う

み
が
め
ま
つ
り
」
、詫
間
町
の
「
港
ま
つ
り
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
産
業
、
文

化
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
心
温
ま
る
交
流
が

続
け
ら
れ
、
太
い
き
ず
な
が
結
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

　
７
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４４
回

日
和
佐
う
み
が
め
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
、
３
代

目
浦
島
太
郎
、
た
く
ま
花
大
使
ら
１４

名
が
美
波
町
を
訪
問
し
、
「
こ
れ
ま

で
の
交
流
の
足
跡
を
深
く
尊
重
し
、

こ
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
相

互
交
流
に
努
め
る
と
と
も
に
、
両
市

町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
住
民
の
福

祉
を
願
い
、
将
来
に
わ
た
り
固
い
友

情
の
き
ず
な
を
継
承
し
て
い
く
」
と

し
た
友
好
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
う
み
が
め
の
放
流
や
パ
レ
ー
ド

な
ど
、
う
み
が
め
ま
つ
り
の
行
事
に
参
加

し
、
お
互
い
に
将
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に

友
情
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

▲大耶文化祭での交流

　
大
韓
民
国
慶
尚
南
道
陜
川
郡

は
、
韓
国
南
部
に
位
置
し
、
人

口
約
６
万
人
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
、
農
業
を
主
産
業
と
す
る
地
域
で

す
。

　
陜
川
郡
と
は
、
平
成
６
年
に
農
業
視
察
団

が
高
瀬
町
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
高

瀬
町
と
友
好
協
定
を
締
結
し
、
中
学
生
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
は
じ
め
、
婦
人
会
交
流
、
空

射
矢
ま
つ
り
、
陜
川
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

参
加
な
ど
、
行
政
、
文
化
、
経
済
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
友
好
交
流
都
市
協
定
の
締
結
の
た

め
、
高
瀬
空
射
矢
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
沈
 

義
祚
（
シ
ム
　
イ
ジ
ョ
）
郡
守
、
柳
 
道
載

（
ユ
　
ド
ジ
ェ
）
議
長
ら
１６
名
が
三
豊
市
を

訪
れ
、
友
好
の
証
し
と
し
て
互
い
の
市
旗
、

郡
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
ほ
か

行
政
や
議
会
関
係
者
、
国
際
交
流
協
会
の
理

事
、
評
議
員
な
ど
約
５０
名
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、「
両
市
郡
民
の

相
互
理
解
と
友
情

を
増
進
さ
せ
、
両

市
郡
の
繁
栄
と
友

好
関
係
の
発
展
に

寄
与
す
る
」
と
記

し
た
協
定
書
に
横

山
市
長
、
沈
郡
守
、

続
い
て
多
田
議
長
、

柳
議
長
が
そ
れ
ぞ

れ
署
名
し
、
固
い

握
手
を
交
わ
し
て

今
後
の
交
流
発
展

を
確
認
し
ま
し
た
。
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